



































































































効果が現れて、2003 年には 6361 人であったホー















『平成 11 年度路上生活実態調査』都市生活研究会 


































2000 年 3 月 3 日から 9 日までの路上生活者等冬
期臨時宿泊事業利用者 312 名と山谷対策臨時宿泊














②義務教育終了レベルが 6 割、高卒以上が 4 割、
③未婚者が半数、離婚が約 4 割、④東京生まれは




























































































































































































































































都市部に 19（東京都 10、大阪 3、横浜 3、名古屋




























なる施設は 2003 年度には救護施設 90、更生施設













経緯がある。その結果、2002 年 2 月には施設退
所者によるＯＢ会が発足した。ＯＢ会では、バー
ベキュー、クリスマス会、鍋とカラオケ大会など







































































2009 年 11 月から 12 月にかけて実施された。対
象者は東京都 23 区内 8 つの更生施設における保
護施設通所事業利用者全員で、通所先施設で 176
名に配布を行った。そのうちの 111 票が回収され











2009 年 11 月から 12 月にかけて実施した。対象
者は保護施設通所事業の利用者とＯＢ会の参加者
計 70 名で郵送で配布した（一部手渡し）。そのう






東京都 23 区内の 8 つの更生施設の退所者は、




る。55 歳 か ら 64 歳 の 割 合 が 東 京 都 23 区 内
49.1％、横浜市 43.4％とどちらとも高い。横浜市
のみ調査項目として加えた結婚歴は、未婚が







































東京都 23 区内では 100％、横浜市では 90.6％
の人が生活保護を利用して生活している。また、






























































































































































































































































15 年度～平成 17 年度科学研究費補助金（基盤研
究（B））研究成果報告書　課題番号 15330123』、









生活実態調査』2000 年 8 月
註



























 4 ） ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）
による。
 5 ） 東京都大田区に開設された、冬期期間に限定して
原則 2 週間、単身男性が利用できる定員 300 名の
施設である。

